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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、2つのポア形成Pドメインを含むカリウムチャネルタンパク質スーパーファミリーのメンバーの1つをコードしています。この遺伝子産物が機能的なチャネルであることは示されていませんが、活性には他の非ポア形成タンパク質を必要とする可能性があります。[RefSeq提供、2008年7月],機能：弱内向き整流性カリウムチャネル。,その他：バリウム、キニーネ、キニジン、および体内の酸性化によって阻害されます。プロテインキナーゼCによって活性化されます。,類似性：2ポアドメインカリウムチャネル（TC 1.A.1.8）ファミリーに属します。,サブユニット：ホモ二量体。,組織特異性：心臓と脳で高発現し、胎盤、肺、肝臓、腎臓では低発現です。,
	研究分野
	神経科学; 神経伝達受容体/チャネル; カリウムチャネル; シグナル伝達; 代謝; 細胞膜; チャネル
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	KCNK1抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

